
 

 

 

 

 

 

 

「生徒代表総会」の開催 

７月７日（金）にクラス代表生徒参加による「生徒総会」を開催しました。

生徒会執行部の運営のもと３年２組〇〇さんと３年４組〇〇さんが議長に

選出され、議事がスタートしました。まずは、第一号議案で、生徒会のスロ

ーガン「点滴穿石(てんてきせんせき)」、意味は「小さな努力を継続するこ

とで大きな成果を得ることができる」が、承認されました。続いて「中央委

員会」の名称を「代表委員会」に変更する提案が承認されました。次に、第

２号議案、各専門委員会から現状分析と年間目標が提案、審議後、承認さ

れました。最後に、第３、４号議案である「生徒会規約」と「学校への要望」

の審議に移りました。各クラスから出された要望については、各委員会の

代表との意見の交流に真剣さと心地よい緊張感を感じました。出された要

望に関しては教職員でも慎重に検討し、２学期の始業式の折に回答しまし

た。このように毎年、生徒会執行部を中心に学校生活全般について見直し

の審議を重ねることでより皆さんが生活しやすい横代中に改善されていき

ます。そして、何より中学生が民主主義の話し合いを学ぶ場としても生徒総  

「暴力排除教室」の実施 

７月３日（月）に全校生徒を対象

に体育館で、福岡県警察本部より德

田さん、中野さんを講師としてお招き

し、「暴力排除教室」を開催しました。

非行防止とインターネットの適正利

用の視点からお話しを聞くことがで

きました。大へん暑い中での講演で

したが、夏休み前に犯罪をしない、犯

罪に巻き込まれないための行動につ

いて教えてもらいました。 

 

 

 

会は価値ある機会となりました。 

「裁判所サマースクール」 

横代中学校では、キャリア教育を推進しています。その一環として８月２３日(水)午後から福岡地方裁判

所小倉支部主催の「裁判所サマースクール」に生徒３名、保護者１名と参加してきました。13:30～15:30

の２時間３０分の見学で、「司法制度についての説明」「刑事裁判の傍聴」「裁判員制度の説明」「記念撮

影」といったプログラムでした。中学校では３年生の社会科公民の授業で、「三権分立」「司法＝裁判所」に

ついて学習します。日本は家庭裁判所以外の裁判は公開ですので実際に見ることができます。しかし、学生

が裁判を普段傍聴するのはハードルが高いのが現実です。そこで、福岡地方裁判所小倉支部では本物の

裁判を傍聴してもらおうと毎夏「サマースクール」を実施しています。 

今後も日程が合えば、「サマースクール」参加の応募をしていきたいと考えています。 

 最後に、参加者を代表して１年１組〇〇さんの感想を載せます。 

「弁護士、検察官、裁判官の仕事が分かったのですが、少しずつイメージと合わないところが多かったです。

しかし、実際の裁判を傍聴し、本当の裁判の仕方がよく分かりました。また、裁判員制度やその選ばれる基

準、裁判所で働く人のルールや配置など裁判所の役割についてたくさんのことを知ることができました」 
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横代中だより 
『凡事徹底』  

～当たり前のことを 
人にはまねできないほど、 
一生懸命取り組む！～ 

 

 

 



【１０月の行事予定】 

 ３日(火)～５日(木)   ２年生修学旅行 

１２日（木）   中間考査１日目（英語・国語・理科）、給食なし 

１３日（金）   中間考査２日目（社会・数学）、避難訓練、給食あり 

１７日（火）～ 文化発表会練習開始 

１８日（水）～２０日（金）  学年ごとの英検ＩＢＡ 

１９日（木）   ３年生芸術鑑賞教室、３年生のみ弁当の日 

２３日（月）   弁当の日（小学校行事のため） 

 

横代中文庫の紹介 『金閣寺』三島由紀夫 新潮文庫 

横代中学校では、読書活動を推奨しています。「横代中だより」では、これから機会あるごとに図書

館の本を中心に紹介していきます。今回紹介するのは三島由紀夫の『金閣寺』です。１９５０年７月１日、

国宝金閣寺が焼失します。何と火事の原因は放火で、犯人は金閣寺の青年僧だったのです。この事

件は、衝撃のニュースとして世間の注目を集めます。この小説は、放火に至った若い学僧の悩みを丹

念に取り上げて読者に分かりやすく説明しています。修学旅行で美しい姿を私たちに 

見せてくれる世界遺産の金閣寺にこんなかくされた逸話（いつわ）がありました。 

良ければ、横代中の図書館で借りることができますので読んでみてください。 

 

校長のひとり言 ～コロナ感染記～ 

 

我が家は４人家族です。妻を除いてエッセンシャルワーカー（生活にとって必要不可欠な労働者）で、

私以外の家族は新型コロナウィルスの感染歴があり、不思議と私は感染せずに生活してきたのですが、

体育大会の前の週に感染しました。前日夕から咳が出始め、いつもと体調が違うなと首をかしげていた

のですが、翌朝、病院で「あなた陽性ですよ」と言われたときはさすがにショックでした。その後５日間イ

ンフルエンザと同じ症状が出ました。とにかく体に力が入らない、咳が止まらない、食欲が出ない。ほぼ

薬を飲んで寝ていました。実際に感染してみて、これは高齢者が罹患（りかん）すれば命に関わるなと実

感しました。また、「新型コロナ後遺症」といって、感染した後の症状が長引く人が依然多いということで

す。感染してしまったら周りへのエチケットが大切ですが、周囲の人も罹患した人に無理を言わない優し

さが求められます。そして、９月は新型コロナ感染症と季節外れのインフルエンザが同時流行しています。

皆さんは体育大会であれだけ頑張りましたので免疫力が落ちている人がいるかもしれません。とくに２

年生は修学旅行前です。皆さん、罹（かか）らないに越したことはありません。これまで身に着けた感染

対策（手洗い・うがい・換気・密を避ける）を実践してみましょう。 
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